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｢小千谷｣図幅地域は新潟県の東部に位置します.この地

域は日本の油田地帯の一つである新生代新潟堆積盆地の一部

にあたり戦前から多くの石油地質学的研究がなされてきたと

ころです.またこの地域は第三紀層地すべりの多発地帯の

一つとしても有名で応用地質学的にも重要な地域です｡

地質調査所ではここ数年来この地域周辺の地質図幅調査を

計画的に進めてきており既に南に隣接するr越後湯沢｣図幅

(茅原ほか1981)とr+日町｣図幅(柳沢ほか1985)の2

図幅が発刊されています.今回のr小千谷｣図幅の完成によ

って新潟堆積盆地東縁の地質が更に詳しく明らかになったと

言えましょう.

｢小千谷｣図幅地域に分布する地質系統は中生界新第三

系一下部更新統及び第四系からなっています･

中生界は足尾帯に属する堆積岩類で上権現堂山層群と呼ば

れています.この層群はチャｰト･黒色頁岩･砂岩などから

なり図幅の東縁に分布します.

新第三系一下部更新統は下位より城内層群清本層西名層

鳥屋ガ峰層一村尾層荒谷層川口唇牛ケ首層白岩層

和南津層魚沼層に区分されています.これらは新生代新潟

堆積盆地を埋積する堆積物です･r小千谷｣図幅は従来単純

に下位から上位に向かって累重していると考えられていたこれ

らの地層が実は荒谷層以上では互いに同時異相とたっている

部分が多いことを初めて明らかにしました･このことを地質

図上に正確に表すためこの図幅では識別された多くのテフ

ラ鍵層のうち特に重要なもの27枚の分布を詳しく表現していま

す･さらに魚沼層については鍵層とたる海成層の挟みを表

現することによって岩相の側方変化カミ読み取れるように工夫

しています･また年代測定と微化石の分析たどに基づいて

これらの地層の正確た地質時代が明らかにされています.

第四系は河岸段丘堆積物地すべり堆積物氾濫原堆積物な

どに分けられています.このうち河岸段丘堆積物は信濃川と

その支流に沿って分布しこれまでの資料に基づいて11段に区

分されています.

このほか報告書では地質構造石油地質地すべりなど各項

目について簡潔た記載がなされています･また報告書の最後

にはこの地域で認められたテフラ鍵層の柱状図およびその記

載更にKλr及びフ寸ツショ:■トラック年代測定の結果が詳

しく載せられています･これらは今後の研究の基礎資料とし

て大いに役立つと思われます.
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